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一-

糞
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口
無

雰
月

一
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一
口
第

3
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郵

便
物
認
可

〔
悔
月

一
回

一
日
騎
行

〕

戸禁

韓

載
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蛤調

書
耶

緻
難

離

礁
繍

渡
●
　
.
,
.
.
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人
間
學
的
証
會
哲
學

:

・

時

論
…

金
輸
出
再
禁
止
後

の
財
界

ご
財
政

・

研

究

我

か
國
の
都
市
経
費

ご
都
市
人

口

.

大
量
観
察
代
用
法
に
就

い
て

・
:

歴
史
的
登
展
叢

見
た
る
世
界
不
況

・

助

郷

制

度

に

就

い

て

・

-

・

・
…

設

幹
犯

因
心
師

シ

ャ

ン
ツ
一教
授

を
悼

む

…

瑞

西

の
穀
物

專
費

制

・
・
.
:

・

小
責

企
業

脈
舩
棚

卸
見
切
費
出

:

・

附

録

新
着

外
國
経

済
雑
誌
主
要
論

題

.轟

野
離

翫
堕

.
文
學
博
士

米

田

庄

太

郎

一
　

:

～

一

:

樫
覆

・博
士

汐

見

三

副

[

,
.

終
灘
學
ま

月

日μ

打
口
囲
-
」
1

・
榔
濟
學
士

蜷

川

虎

三

・
繹
濟
學
士

松

岡

孝

兇

:

経
済
學
士

黒

羽

兵

治

郎

・
渋
墨
博
士

耐

戸

正

雄

・
経
済
畢
士

八

木

芳

之

助

:

縄
濟
學
士

大

塚

一

朗



恩
師

シ
ヤ

ン
ッ
教
授
を
悼

む

言兄

苑

恩
師

シ
ャ
ン
ツ
教
授
を
悼

む

押

目

正

雅

「
九

三

一
年
十

二
月
十
九

日
午
後

一
時
、
我
が
恩
師
、
ゲ

オ

ル
グ
、
シ
ヤ

ン
ッ
先

生
が
氣
管
支
炎

に
罹
り

て
長
逝

せ
ら

れ
た
。

哀
悼

に
堪

へ
な

い
。
此
機
會
に
於

て
謹
み

て
先

生
の
閲
歴
、
業

績
、
人
物
を
記
し

て
、
之
を
我
国

の
學

界

に
傳

へ
、
以

て
吊
詞

に
代

へ
る
。

先
生

は
私
が
猫
逸
留
學
中
、
師
事

し
た
方

で
あ
り
。
私
と
し

て
は
最
大

の
墨
恩
を
先

生
に
負

ふ
て
居

る
。
先
生
は
實

に
理
論

家

と
い
ふ
よ
り
は
政
策
家
で
あ

っ
た
。
空
理
空
論
を
上
下
す
る

こ
と
を
嫌

ひ
、
實
際
問
題

を
公
正
適
切
に
解
決

す
る
こ
と
に
カ

を
用
ゐ
ら

れ
た
。
學
界

に
は
、實
際

に
即

し
た
論
策
を
貢
献

し
、

實
際
界

は
其

れ
に
誤
ら
ざ
る
指
針
を
見
出
し
た
。
先
生
は
現
代

第

三
十
四
巻

四
五
二

第

二
號

一
四
二

財

政
學

界

の
第

一
人

者

た
り

し

の
み

で
な
く

、
匿

れ
た

る
政

治

指

導

家

で
も

あ

っ
た
。

.
先

生

は

一
八

五

三
年

、
三

月
十

二

日

、
狛
逸

バ
イ

エ

ル
ン
園

内

の
グ

ロ
ー

ス
バ

ル
村

に
、
小
墾

教
師

を

父

と
し

て
産

れ
た
。

ミ

ュ
ン

ヘ
ン
、
ヴ

ュ

ル
ツ
ブ

ル
グ

、

ス
ト
ラ

ス
ブ

ル
グ
謝諾
大
関學

に
學

び

、

}
八

七
六

年

、
ミ

ュ
ン

ヘ
ン
に

て
ド

ク

ト

ル
と
な

り

暫

ら

く

バ
イ

濫
ル

ン
國
統

計

局
員

と
な

ゆ

て
實
務

に
當
り

、

}

八

七
八
年

英
國

に
渡

り

、
ブ

リ

チ

ツ
シ

ユ
ミ

ユ
ゼ

ァ
ム

の
圖
書

舗

に

て
自
修

し

、

一
八

七
九
年

、

マ
ー

ル
ブ

ル
グ
文
墨

講

師

と

な
り

、

一
八

八
○

年

、

エ

ル
ラ

ン
ゲ

ン
文
學

の

助
教
授

と

な

り

、

一
八
八

二
年

,
ヴ

ュ
ル
ツ
ブ

ル
グ
文

學

の
正
教
梗

と

な
り

,
、

引
緩

き
同
大

學

に

あ

る
こ
と
四
十
九

年

の
長

き

に
及

び
、
此

間
.

ベ

ル
リ

ン
、

フ
ラ

イ
プ

ル
グ

、
プ

レ
ス
ラ
ウ

、

ミ

ユ
訊

ヘ
ン
等

よ
り

優
遇

を

以

て
招
か

れ
た
け

れ
ど

も

、

「
切

慮

ぜ
す

、
終

生

ヴ

ユ

ル
ツ
プ

ル
グ

と

い

ふ
田
舎

の
比
較

的
貧

弱

な

る
大
農

の

】

…教
授

と

し

て
甘

ん
ぜ

ら

れ
た
。

そ

し

て
講

義

は

死

の
十

四
日

前

、
ま

で
績

け

ら

れ
た
。

先

生

は
凡

そ
學
者

と
し

て
享
受

し
得

べ
き
最
高

の
名
轡

を

得



ら

れ
た
。

先

生

は
政
學

(経

濟
學

)
博

士

た

る
の
み

で
な

く

、

法

、
エ
ハ
毅酉
學

の
名

轡
横
冊
士

の
學

位

を
も
受

け

、

ミ

ュ

ン
ヘ

ン

學

土
院

の
客
員

と
も

な
り

、

ヴ

ユ

ル
ッ
プ

ル
グ
大
學

内

に

て
は

部

長

と
な
り

、.
縮

長

(
一
九

一
「
年
)
と
な
り

、
行

政
委
員

長

と

も

な
り

、
國

は
先

生

に
ゲ

ハ
イ

ム

ラ
ー

ト

の
稻

號

を
贈

り

、

フ

ォ

ン
と

い
ふ

一
代
華

族

に
も
列

し

、

エ
キ

セ

レ
ン
ッ
の
敬

稻

を

も
與

へ
た

。

そ
し

て
ヴ

ユ

ル
ツ
プ

ル
グ

の
市

は

、
先

生

の
名

を

冠

し
た

町
各

を
設

け

て
、
先

生

の
名

を

不
朽

と
し

た
。

光

生

は

…
八
八

四
年

以

来

、
恥

政

専
門

の
雑
誌

フ
イ

ナ

ン
ッ

ア

ル
ヒ

フ
を

主
宰

し

て
居

ら

れ

る
。
先

生

は
實

に
之

に
よ
り

て

世

界
的

名
聲

を
博

せ
ら

れ
た
。
其

他

、
門

人

の
論

文

集

と

し

て

経

済

及
行
政

論
集

を

出

し

、
更

に

ヴ

す

ル
フ
教
授

と
共
同

に

て

財

政

及
国

民
経

済
時
事

問

題

を
も

出

し

て
居

ら

れ
た
。
先

生

の

著

作
は
著

書

に
よ
り

て
よ
り

も

、
論
文

に
よ
り

て
多

く
現

は

れ

て
居

る
。

数

あ

る
著

書

の
中

に

て
は

、
瑞

西
租
税

制
度

論

五
巻

は
先

生

「
代

の
傑

作

で
あ
り

、
英
國

商
業

政
策

論

の
如

き
も

ゲ

ツ
チ

ン
ゲ

ン
文
學

か

ら
し

て
壼

等
質

を
冠

せ
ら

れ
た

る
名

著

で

あ

る
。

憩

師

シ
ヤ
ン
ッ
教
授
を
悼
む

先
生
は
學
問

研
究

の
傍
、
バ
イ

エ
ル
ン
國

、

フ
ラ

ン
ケ
ン
.洲

な
ど
の
實
際
政
治
を
も
指
導

せ
ら

れ
た
。
就
中

、

「
九

一
〇
年

に
於
け

る
バ
イ

エ
ル
ン
國
税
制
改
革

は
先
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
に

外
な
ら
な
か

っ
た
。
か
く
.て
先
生
は
實
際
政
治
に
参
加
は
せ
ら

れ
た
け

れ
ど
も
、
併
し
或

一
黛

一
派
に
偏
頗
せ
す

、
飽
迄
、
局

外
に
あ
り

て
公
}生
な

る
指
導
"者
を
以

て
任
ぜ
ち

れ
た
。

先
生
は
財
政
學
、
特

に
租
税
論
を
最
得
意
と
せ
ら
れ
た
が
,

併
し
凡
そ
経
濟
興

に
属
す

る
限
り
、
何

の
方
面
に
も

　
通
り
識

見
を
持

っ
て
居

ら
れ
た
。
経
済
學
網
論

、
農
商

工
交
通
保
険
金

融

さ
て
は
歴
史

、
統
計

、
肚
會
政
策

に
も
通
暁
ぜ
ら

れ
た
。
先

生
の
批
年
時
代

に
は
其
部

下
に
助
教
授
も
講
師
も
置
か
す
、

「

人

に
て
経
済
學

の
有
ら
ゆ

る
部
分

の
講
義
を
罐
當

せ
ら

れ
た
。

私
は
先
生

の
か

、
る
時
代

に
教
を
受
け
た
る
者

で
あ
る
。

.

先

生
は
精
力
絶
倫

な
方

で
は
あ

っ
た
が
、
猫
身

者
で
あ
っ
た
。

妻
な
く
子
な
く
、
淋

し
き
人
生
を
過
さ
れ
た
。
併

し
萬
雀

の
書

物
は
恐
ら
く
先
生

の
最
愛
の
妻
で
あ
ら
う
し
、
世
界

の
各
国

に

も
散
在
す

る
門
人
は
先
生

の
小
供
で
あ
っ
た

の
で
あ

る
。
先
生

は
齢
七
+
九
歳
隔
文
學
在
職

五
十
二
年
を
以

て
此
世
を
去
ら
れ

第
三
十
四
巷

四
五
三

第
二
號

[
四
三



瑞

}四

の

穀

物

古
跡
需買

制

て
、
又

、
再

び
先

生
を
見

る

こ
と
は
出
来

な

い
け

れ
ど
も

、
其

の
山

の
加

く

に
積

み
淺

さ

れ
た

る
業
績

と

、
幾
萬

を

数

ふ

る
直

き

弟
子

並

に
其

を

…通
じ

て

の
▽
(弟

子
と

に

よ
り

て
、
塁

間

の
.あ

ら

ん
.限

り

は

、
未

来
永
劫

、
此
世

に
生
き
続

け

ら

れ

る
で
あ

ら

う

。

[・

幽

■ ① 凋 」


